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8月号P3「令和7年春の叙勲」の記事において、

清水雅文さんの受章記事に誤りがありました。

正しくは、「旭日双光章」です。

同じくP32「10年前の同月の人口」に誤りがありま

した。正しくは、23,262人です。

訂正してお詫び申し上げます。

訂正


